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著者の吉田浩・東北大学経済研究科教授
が専攻している「加齢経済学」とは、

少子・高齢社会が経済におよぼす影響や現在
の社会・経済システムが人々のライフスタイ
ルなどにおよぼす効果を分析するものである。
そして、本書では「人間が一時的に覚えられ
るのは7つ」という認知心理学の仮説を踏まえ、
章ごとに加齢経済学に関するテーマをひとつ
ずつ取り上げている。
構成は「第1章 佐藤さんが100%になる日」

「第2章 選挙に行かない若者は5万円の損？」
「第3章 まとはずれ政策に騙されるな」「第4
章 出生率低下と異次元の自滅危機」「第5章 
日本の医療はどうなるか」「第6章 人工知能
と未来の日本」「第7章 未来で必要とされる
人材とは」となっており、地域振興との関連
では第4章の出生率低下に注目したい。さま
ざまなデータを示しながら、高齢化社会の負
担を回避するには、長寿化によって増えた人
的資源を活用し、65歳以上でも生産に参加し
てもらうこと（生涯現役）が必要だと力説す
る。また、第5章で農村などの地域おいては
教育や医療、金融に大きな課題があり、そう
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「加齢経済学」が導き出す
7つのテーマを学ぶ

『日本人全員が
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した規模の経済を必要とするインフラの維
持がきわめて困難になる、と指摘する。
タイトルになっている第1章も必読の内
容だ。著者は4月1日（エイプリルフール）
に「西暦2531年には日本人の姓はすべて
佐藤さんになる」という推計を発表し、世
間を驚かせたが、これには少子化のほか、
同性婚であることなどの4つの条件が揃う
必要があり、日本はそれらをすべて満たし
ているというのだ。そして、そうならない
ためには選択的夫婦別姓の導入が必要であ
る、と強調する。
著者は東北大学の「まなびの杜」という
ウェブサイトで「福祉の熱いハートを経済
のクールなヘッドで進めて行くのが福祉の
経済分析の大事な考え方です。ですから熱
いハートが燃えたぎるあまり、頭も熱くな
ってしまって冷静な判断を失わないように
することが、高齢社会の福祉政策には必要
となる」と述べているが、この言葉には実
に説得力がある。まずは本書にある7つの
テーマをシッカリと記憶に留めたい。
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江戸時代中期の享保11（1726）年から翌年にかけ、津山藩領内（岡山県北部）で大規模な百姓一揆があった。年
貢米をめぐる圧政に抵抗する動きは複数の集落に広がり、8000人ともいわれる農民が立ち上がった。最終的
に藩に制圧され、先導者ら50人ほどが打ち首などで刑死した。大半は現真庭市北部周辺の山

さんちゅう

中地域出身者だっ
た。彼らは「義民」として墓碑や石仏となり、路傍でひっそりと供養されてきた。本書は「写真文庫」シリーズの1
冊として、史跡写真を中心に伝承を書き添え、土地に刻まれた「闘争史」を語り継ごうというものだ。

　表紙の写真は頭部のない高さ1㍍20㌢の「首な
し地蔵」の姿だ。真庭・三坂峠の中腹に祀られてい
る。藩の部隊に捕まった農民のうち13人がここで
晒（さら）し首となり、その霊を弔う石仏という。津
山市の旧出雲街道の川沿いには5体の首なし地蔵が
並び、首謀者として処刑された者を悼むとされる。1
体だけが小さく、父と一緒に責めを負った息子では
ないかと編者は推測する。ほかに竹林内の祠（ほこ
ら）や山裾の二十人墓などが各地に残り、悲劇的な
出来事と民衆の無念をしのばせる。山中一揆は藩の
財政悪化による年貢米の取り立てや藩主死去にとも
なう没収米をめぐる藩と庄屋の横暴への怒りから
起きたという。全体ページの3分の2が一揆ゆかり

の写真120枚で埋まっている異色の探訪記となって
いる。犠牲者の遺構だけでなく、米蔵や庄屋の跡地、
藩役人との交渉の地、生き証人の松の木などを紹介し、
騒動の全体像がイメージできるように編集されてい
る。それにしても、地蔵の頭部がなぜないのかなど
ミステリアスな点はいくつも残る。埋もれた記録の
さらなる掘り起こしを期待したい。
　本書の最後は義民顕彰会長の寄稿で結ぶ。「理不
尽に抗い、地域を守ろうとした人々の姿は、互いに
支え合う精神の象徴として語り直すことができる」。
昨今、税・社会保険料など国民負担のあり方が大き
なテーマになっている。「語り直し」は現代の議論に
もつながるだろう。


